
豊中市告示第３０３号 

 

         豊中市病院事業業務状況の公表 

 

     豊中市病院事業の設置等に関する条例（昭和４１年豊中市条例第４７号）第９条の規定による  

令和元年１０月１日から令和２年３月３１日までの業務状況を、次のとおり地方公営企業法  

（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２の規定に基づき公表します。 

       令和２年６月１日 

                                                          豊中市長  長 内 繁 樹 

令和２年（２０２０年）３月３１日現在 

                    病 床 数                ６１３床 

                       一 般 病 床                ５９９床 

                       感染症病床             １４床 

                      （令和元年１０月１日～令和２年３月３１日） 

                    患 者 数          ２３１，９４２人 

                       入院患者数      ８９，９８０人（一日平均      ４９２人） 

                       外来患者数     １４２，１６９人（一日平均  １，１９５人） 

 

 

   

  

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療業務件数 

          レントゲン業務             ６９，０９２件 

                      検 査 業 務              １，６４５，６５１件 

                       手 術 業 務                      ２，６１０件 

                       分 娩 業 務                          ３５９件 

内 科

21,608人

（15.2%）

消化器内科

20,779人

(14.6%)

外科

15,402人

（10.8%）

産婦人科

10,597人

(7.5%)

泌尿器科

10,195人

(7.2%)

循環器内科

7,995人

（5.6%）
整形外科
8,477人

(6.0%)

歯科

歯科口腔外科

6,616人(4.7%)

耳鼻いんこう科

5,566人

(3.9%)

皮膚科
4,844人

(3.4%)

小児科

5,908人

(4.2%)

リハビリテーショ ン

科

3,179人
(2.2%)

その他

9,968人

(6.9%)

神経内科

3,935人

（2.8%)

救急科

7,100人

(5.0%)

内 科

18,828人

(20.9%)

消化器内科
13,080人

(14.5%)

外科

10,458人

(11.6%)

リハビリ

テーショ ン科

4,467人
(5.0%)

産婦人科
6,990人

(7.8%)

整形外科
6,302人

(7.0%)

泌尿器科

3,995人

(4.4%)

小児科
5,427人

(6.0%)

循環器内科
5,064人

(5.6%)

神経内科
5,439人

(6.0%)

脳神経外科

4,038人

(4.5%)

耳鼻いんこう科

2,064人

(2.3%) その他

3,828人

(4.4%)

入院患者数 
89,980 人 
（100.0%） 

外来患者数     
142,169 人 
（100.0%） 

科別入院患者数 科別外来患者数 



令和元年度（2019年度）下半期予算の執行状況  （消費税及び地方消費税込み） 

収益的収支

累　計

入 院 収 益

6,041,246,942円 長期前受金戻入235,630,654円 11,662,845,076円

外 来 収 益 その他医業外収益98,891,089
2,665,602,706円 他会計負担金76,119,171 5,279,899,852円

そ の 他 医 業 収 益 受取利息 15,812円
424,742,159円 その他医業収益424,742,159 811,068,964円外来収益 2,665,602,706入院収益 6,041,246,942

受 取 利 息 補助金 ##########
15,812円 他会計補助金########## 33,267円

他 会 計 負 担 金

76,119,171円 542,617,171円

他 会 計 補 助 金

390,641,000円 390,641,000円

補 助 金

74,448,120円 74,448,120円

長 期 前 受 金 戻 入

235,630,654円 483,935,083円

その他医業外収益

98,891,089円 197,707,067円

　　　支     出

累　計

給 与 費 雑損失 4,191,133
5,647,323,864円 消費税及び地方消費税 18,517,100円 9,837,653,635円

材 料 費 看護師等確保費 4,313,160
2,806,198,848円 支払利息及び 102,830,857 5,495,793,401円

経 費 研究研修費 30,058,879
1,975,955,882円 資産減耗費 8,844,464 3,165,174,712円

減 価 償 却 費 減価償却費 764,334,426
764,334,426円 経費 1,975,955,882 1,375,300,426円

資 産 減 耗 費 材料費 2,806,198,848

8,844,464円 給与費 5,647,323,864 8,844,464円

研 究 研 修 費

30,058,879円 58,279,178円

支払利息及び
企業債取扱諸費

102,830,857円 212,571,835円

看護師等確保費

4,313,160円 7,972,148円
消費税及び地方消費税

18,517,100円 23,457,100円

雑 損 失
4,191,133円 7,632,800円

差 引 額

△1,355,230,960円 差引額 ########## △749,484,099円

　　　収    入 10,007,337,653円 19,443,195,600円

医

業

収

益

医

業

外

収

益

11,362,568,613円 20,192,679,699円

医

業

費

用

医

業

外

費

用

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億 ６５億

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億 ６５億

０ △5億 △10億 △15億 △20億 △25億 △30億 △35億 △40億 △45億 △50億 △55億 △60億 △65億



資本的収支 

　　　収    入

累　計

企 業 債

882,600,000円 企業債 ########## 882,600,000円

他 会 計 負 担 金

447,721,000円 他会計負担金########## 895,441,000円

府 補 助 金

1,440,000円 府補助金 1,440,000 1,440,000円

　　　支     出

累　計

建 設 改 良 費 企業債償還金##########
1,037,717,040円 1,133,710,990円

企 業 債 償 還 金 0 ##########
742,967,838円 1,479,019,047円

差 引 額

△448,923,878円 差引額 448923878 △833,249,037円

企業債現在高
一時借入金現在高

1,331,761,000円 1,779,481,000円

1,780,684,878円 2,612,730,037円

貸 借 対 照 表 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 抜 き ）
[令和２年(２０２０年）３月３１日現在]

10,086,464,371円
0円

固定資産

18,614,891,204円

（70.4%）

流動資産

7,821,248,801円

（29.6%）

資 産 の 部
26,436,140,005 円

（100.0%）

固定負債

10,134,886,924円

（38.3%）

流動負債

3,595,183,987円

(13.6%)

繰延収益

2,222,352,443円

(8.4%)

資本金

11,093,373,790円

(39.7%)

剰余金

△609,657,139円

負債・資本の部
26,436,140,005円

（100.0%）

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億 ６５億

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億 ６５億

０ △5億 △10億 △15億 △20億 △25億 △30億 △35億 △40億 △45億 △50億 △55億 △60億 △65億



令和２年度（2020年度）予算の状況　　(消費税及び地方消費税込み）

収益的収支

入 院 収 益

13,444,683,000円

外 来 収 益

5,482,080,000円

そ の 他 医 業 収 益 0 円
781,449,000円 長期前受金戻入##########

その他医業外収益191165000
補助金 79359000

受 取 利 息 他会計負担金532046000
34,000円 他会計補助金##########

他 会 計 負 担 金 受取利息 34,000
532,046,000円 0

他 会 計 補 助 金 その他医業収益##########
434,288,000円 外来収益 ##########

補 助 金 入院収益 ##########
79,359,000円

長 期 前 受 金 戻 入

479,480,000円

その他医業外収益

191,165,000円

　　　支     出

0 円
給 与 費 円 1,000,000

10,260,638,000円 円 0
材 料 費 雑損失 ##########

5,583,291,000円 消費税及び地方消費税32,500,000
経 費 #REF! #REF!

3,691,622,000円

減 価 償 却 費 看護師等確保費28,559,000
1,342,880,000円 支払利息及び##########

資 産 減 耗 費 0 0
55,025,000円 研究研修費 79,881,000

研 究 研 修 費 資産減耗費 55,025,000
79,881,000円 減価償却費 ##########

経費 ##########
材料費 ##########

支払利息及び 給与費 ##########
企業債取扱諸費

197,586,000円

看護師等確保費
28,559,000円

消費税及び地方消費税

32,500,000円

雑 損 失
33,240,000円

1,000,000円

差 引 額

118,362,000円

差引額 ##########

　　　収    入 21,424,584,000円

医

業

収

益

医

業

外

収

益

21,306,222,000円

医

業

費

用

医

業

外

費

用

予

備

費

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

１４０億

１４０億

１４０億



資本的収支 

　　　収    入

企 業 債

905,800,000円

他 会 計 負 担 金 寄附金 5,000,000
898,363,000円 他会計負担金##########

寄 附 金 企業債 ##########
5,000,000円

　　　支     出

建 設 改 良 費

1,130,959,000円

企 業 債 償 還 金

1,482,751,000円 企業債償還金##########
建設改良費 ##########

差 引 額

△804,547,000円

差引額 804547000

1,809,163,000円

2,613,710,000円

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ △１０億△２０億 △３０億 △４０億△５０億△６０億△７０億△８０億△９０億△１００億△１１０億△１２０億△１３０億

１４０億

１４０億

△１４０億



令和 2年度経営方針 

 

 

当院は、総合力（チーム医療）と地域力（医療機関連携）を活かし、急性期拠点病院として良

質な医療の提供とともに、安定した病院運営をめざしています。 

しかしながら、令和元年度においては、在院日数は 10.4日と短縮傾向にあり、新規入院

患者は増加したものの、病床利用率は平成 30 年度の 86.6％に対し 83.0％と低下してい

ます。また、給与費や材料費等の費用（支出）が増加し、4 年続きの赤字決算となる見

込みです。 

また令和2年度は、地域医療構想の具体化と診療報酬改定が予定され、病床再編や算定要

件の見直しなど、当院をめぐる環境は更に厳しくなると見込まれます。 

こうした状況の中、職員一人ひとりが当院の置かれている現状を改めて認識し、従前

にも増して収益の確保はもとより、経費の削減、業務の整理効率化等を念頭において病

院事業を展開します。 

 

 

《令和２年度の目標と重点取組み》 

 

【目標】 

医療の質を確保・向上するため、業務全般を見直し、一つひとつの課題を計画的に、迅速かつ

着実に“カタチ”にしながら、安定的な運営体質を形成していきます。 

 

【取組み】 

①新プランの策定  ～足腰の強い経営基盤づくり  経常収支 100％超をめざす～ 

・長期ビジョンの策定→2025年 2042年問題を見通した当院のあるべき姿 

・病院運営計画の前倒し改定→経営指標等ベンチマークの見直し 

・施設等改修基本計画の策定→建物長寿命化、院内レイアウト変更の検討等 

②診療関係 ～市民ニーズに応える医療の追求～ 

・「がんゲノム医療連携病院」の指定 

・救急診療の体制再編と充実 

・計画的な医療機器の購入、更新 

③患者サービスの向上 ～市民に身近な病院 選ばれる病院づくり～ 

・地域の医療機関とのネットワーク強化  

・HP、SNSなど多様なメディアの活用による情報発信、オープンホスピタルなど PRの充実 

・受付窓口など手続きワンストップ化の具体化→入退院サポートセンターの整備検討等 

・IT導入による患者利便性の向上→スマホ活用した予約システムの導入検討等 

④働き方改革と業務手法の見直し  

・職員の働き方 →勤務の見える化（勤怠システムの導入等）、勤務形態の多様化検討 

・職員確保と業務のシフト化 →メディカルアシスタント、救急救命士等の充実・導入検討等 

・IT化による院内業務の効率化→会議ペーパーレス化、画像システム等 

⑤組織体制等の見直し  

・経営部門、がん診療部門の強化、寄附等新たな財源確保 

・院内会議の見直し→シンプル・スリム・スピード化（回数、時間等の見直し） 


